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「今、畑を耕せ。」 ホセア書 10 章 12 節 
 

柏
崎
久
雄
先
生
、
良
子
先
生
。
お
誕
生
日
、
基
督
に
あ
っ
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
「
誕
生
日
」
は
地
球
の
一
公
転
目
、
「
年
齢
」
は
地
球
の
公
転
回
数
。
地
球
の
公
転

は
神
の
摂
理
、
聖
霊
の
働
き
。
神
に
創
ら
れ
、
聖
霊
に
導
か
れ
、
基
督
と
共
に
歩
み

を
続
け
ら
れ
て
い
る
柏
崎
両
先
生
に
主
の
祝
福
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

 

地
球
の
公
転
が
続
く
間
に
為
す
べ
き
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
ホ
セ
ア
書
は
、
神

の
恩
恵
に
よ
り
繁
栄
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
偶
像
を
造
る
民
へ
の
罪
と
裁
き
の
宣
告
を
預

言
し
て
い
ま
す
。 

 

非
宗
教
化
（
宗
教
の
偶
像
化
）
は
、
繁
栄
の
反
映
で
す
。 

  
 
 

Ⅰ 

正
義
の
種
蒔
き 

 

神
の
言
葉
は
言
い
ま
す
。「
汝
の
為
に
、
正
義
を
種
蒔
け
」
と
。 

 

種
を
蒔
く
と
言
っ
て
も
、
種
を
蒔
い
た
ら
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
田
畑
を
耕

し
、
肥
料
を
投
じ
、
水
を
引
き
、
種
を
蒔
き
、
間
引
き
し
、
芽
積
み
し
、
余
葉
を
取

り
、
水
や
肥
料
を
加
え
、
雑
草
を
と
り
、
花
や
実
を
保
護
し
、
虫
を
除
き
、
鳥
や
動

物
の
侵
入
を
防
ぎ
、
風
や
日
光
を
調
整
す
る
な
ど
多
く
の
労
力
を
要
す
る
作
業
で

す
。 

 

「
汝
の
為
」
で
す
。
正
義
の
種
を
蒔
き
、
恩
恵
の
口
を
収
穫
す
る
。
「
恩
恵
」
は

「
愛
」
、
「
口
」
は
「
言
葉
」
な
の
で
、
正
義
を
蒔
き
「
神
の
愛
」
を
得
る
の
で
し
ょ

う
か
。 

 

「
恩
恵
」
は
「
誠
実
」
、
「
口
」
は
「
分
前
」
で
も
あ
る
の
で
、
正
義
を
蒔
い
て

「
誠
実
の
分
前
」
を
得
る
と
も
解
し
え
ま
す
。 

   
 
 

Ⅱ 

開
墾
地
の
開
墾 

 

神
の
言
葉
は
言
い
ま
す
。「
汝
の
為
に
、
開
墾
地
を
開
墾
せ
よ
」
と
。 

 

「
開
墾
地
を
開
墾
す
る
」
と
は
論
理
矛
盾
で
す
。
深
い
理
が
あ
る
の
で
す
。
既
に

開
墾
さ
れ
た
地
が
耕
作
放
棄
さ
れ
て
、
荒
地
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
日
本
の
「
休

耕
田
」
も
。 

 
 

 
 

    

 

エ
レ
ミ
ヤ
書
４
：
３
の
「
汝
の
為
に
開
墾
地
を
開
墾
せ
よ
」
か
ら
類
推
し
ま
す
。

神
の
言
葉
を
受
け
た
エ
レ
ミ
ヤ
が
「
神
の
為
に
割
礼
せ
よ
」
と
言
う
と
、
「
俺
は
割
礼

し
て
る
ぜ
」
と
反
応
し
た
の
で
し
ょ
う
が
、
エ
レ
ミ
ヤ
は
「
汝
ら
の
心
の
包
皮
を
割

礼
せ
よ
」
と
言
う
の
で
す
。 

「
開
墾
地
」
と
は
、
肉
体
の
包
皮
を
切
除
さ
れ
た
民
と
い
う
こ
と
。
「
神
の
民
」
と

は
「
神
の
国
の
畑
」
で
す
。
原
野
を
開
墾
し
、
神
の
畑
と
し
た
の
に
、
耕
作
を
怠

り
、
荒
地
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
神
の
嘆
き
で
す
。 

 

信
仰
告
白
や
洗
礼
だ
け
が
神
の
民
の
要
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
聖
霊
が
内
住
し
て

い
る
の
に
拒
ん
で
、
聖
霊
を
退
け
、
悪
魔
の
誘
惑
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
な
こ
と
、
「
荒

れ
た
畑
」
で
す
。 

 

Ⅲ 

神
の
示
す
正
義 

 

御
言
葉
は
言
い
ま
す
。
「
彼
が
来
る
迄
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
求
め
る
為
の
時
。
汝
の
為

に
、
正
義
を
、
彼
は
投
ず
る
」
と
。 

 

「
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
求
め
る
為
の
時
」
と
は
「
基
督
を
求
め
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た

時
」
と
い
う
意
味
、
そ
の
期
間
は
「
父
な
る
神
か
ら
全
権
を
委
任
さ
れ
た
基
督
が
再

臨
さ
れ
る
ま
で
の
間
」
で
す
。
そ
の
締
切
日
が
刻
々
と
近
づ
い
て
い
ま
す
。 

 

御
言
葉
は
「
汝
の
為
に
、
正
義
を
、
彼
は
投
ず
る
」
と
続
き
ま
す
。 

 

再
臨
の
基
督
が
、
神
の
正
義
を
投
じ
、
善
悪
を
分
け
る
矢
を
射
て
、
善
悪
を
教

え
、
然
る
べ
き
者
に
、
祝
福
の
権
利
を
示
さ
れ
る
の
で
す
。 

                      



【NKJV】 
Hos 
 10:12 Sow for yourselves righteousness  
;Reap in mercy;Break up your fallow 
ground,For it is time to seek the Lord,Till 
He comes and rains righteousness on 
you. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【新改訳 2017】 

ホセア 10:12 あなたがたは正義の種を蒔き、誠実の実を刈

り入れ、耕地を開拓せよ。今が【主】を求める時だ。つい

に主は来て、正義の雨をあなたがたの上に降らせる。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホセア書１０：１２ 
汝の為に、正義を種蒔け。 
恩恵の口を収穫せよ。 
汝の為に、開墾地を開墾せよ。 
彼が来る迄、ヤハウェを求める為の時。 
汝の為に、正義を、彼は投ずる。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 


	千葉福音キリスト教会は、キリスト教プロテスタントの日本福音同盟（ＪＥＡ）に加盟する日本アッセンブリーズ･オブ･ゴッド教団に属し､聖書をすべて神のことばとして信じ､罪の赦しの福音を伝え､聖霊なる神の世界に対する介入を認めて、聖霊のバプテスマと賜物、病の癒し、奇跡、再臨を信じます。



